




















































Choice from the economic point of view
Hiroshi TAKEUCHI
ABSTRACT
In this note, we survey individual choice and social choice from the economic point of view.
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３人 ３人 ５人 ４人
１位 X X Y Z
２位 Y Z Z Y
３位 Z Y X X
佐藤 田中 清水
１位 X Y Z
２位 Y Z X






































































































































































































































































































「冷静な頭脳と暖かい心（cool heads but warm
hearts）をもって社会で困っている人たちのため
に全力で取り組むような学生を送り出したい」と
述べた。経済は効率と衡平性，公平性のバランス
を考え，現実には両者を考える必要性を説いた。
社会的決定理論において個人は利己的である。
人は自らの欲望を満たそうとしているだけだ。人
は他人のことなど構うわけはない。むしろ隙あれ
ば付け入ろうと狙っていると考えた方が良い。人
は己の得になりそうなことの計算については徹底
的に合理的である。他人は自分に対して無関心で
私がどうなっても構わないと思っている。このよ
うに従来他人の行動の説明原理は利己心仮説が心
理学，社会学での他人の行動説明では１番簡単と
してきた。効率と衡平の両方が経済では重要であ
るが，不平等などが強調され気味になる。
大きな選択という問題では社会制度の問題も選
択の問題といえる。
共同体の論理は他人への思いやりや公共心を重
視して自己利益の追求に対する反感・嫌悪があり
利己心に基づいた競争よりも協調の重視すること
になる。一方市場の論理は利己心の追求を許すこ
と，規則や因習に縛られない選択の自由を重視し
てフェアな競争を重視することになる。
どちらも助け合いを引き出す工夫だが，価値観
は真っ向から対立し利己心の制限をかける共同体
の論理と利己心の自由な追求をよしとする市場の
論理となる。歴史的には社会主義の失敗があった。
共同体の論理は小さな集団での論理なのに経済全
体に使おうとしたために巨大な非効率が生まれた。
道徳律が強化され，市民の自由がなく，活発な経
済活動が行われなかった。
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